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３．緩和ケアにおける食事の工夫とNSTのかかわり
中里 郁美，? 岡村 郭美，? 内田有美子?
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恩田千栄子，? 古池きよみ，? 上野 裕美?
石崎 政利，? 武井 智幸，? 千木良直子?
増野 貴司，? 成瀬 智美，? 富岡 徹?
鈴木 遥香 ?
（１ 公立藤岡総合病院緩和ケアチーム）
（２ 同 管理栄養士）
（３ 同 栄養サポートチーム）
【はじめに】 がん患者の「食」に対する考えは,多様であ
り,?食べないと体が弱る」と考える患者,家族もいる.経
口摂取を阻害する要因には,抗がん剤の副作用や,がん
の進行に伴うものなど様々な事があり,個々の思いに応
えるには,多職種で連携し対応する必要がある.食の嗜
好に応えられるように医師・看護師が中心となり多職種
で関わった事をここに報告する.【倫理的審査】 当院
の倫理委員会に基づく.【事例報告】 事例 1)家人の
「食べてほしい」と思いがある嚥下障害のある患者嚥下
障害に対して,摂食嚥下障害認定看護師のアドバイスを
受け口腔ケアを実施し,嚥下リハビリの実施により,嚥
下機能の低下を防いだ.また,管理栄養士の介入により
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